
 

指導方法等の改善計画について 〔国語科〕              三原市立 船木小学校  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
【課題１】 
中心となる語や文をつかむ力をつけるために，説明文の単元で中心となる語や文に注目して要点をまとめたり，

小見出しをつけたりするなどして内容を整理する活動を行う。また，整理した内容を，決められた分量にまとめ

て書く活動を取り入れる。 
【課題２】 
説明文の単元で，指示語や接続語，文末表現に注意して読ませ，指示語や接続語が文と文の意味のつながりに果

たす役割を理解させる。また，事実と意見との記述の違いに気づかせ，その関係を捉えさせる。「書くこと」の領

域とリンクさせ，事実と意見，具体例等，段落相互の関係に注意して文章を構成し書く活動を行う。学びタイム

で，指示語や接続語，文章の構成等の問題に取り組ませ，不十分なところは個別指導を行う。 

  
 
【課題１】 
「読むこと」の領域で，要旨に合う適切な言葉を文章中から選び置き換える問題

で，中心となる語や文の把握ができていない。似たような言葉を選んだり，内容

と関係なく指定された文字数に合う言葉を探したりしている。（通過率0％） 
【課題２】 
「読むこと」の領域で，段落の内容を読み取り前後の関係を考えて文章を当ては

める問題で，事例の１つであることから，それらが書かれている段落の近くを選

ぶことはできているが，段落の内容や接続語の関係から順序をとらえることがで

きていない。（通過率25％） 
 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校 ７１．０％，県 ７１．８％） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 
５年生 「基礎・基本」 

診断的小テスト 
  全学年 期末テスト 全学年 標準学力調査の実施・分析 

４年生 Ｈ26「基礎・基本」 
５年生 Ｈ26「全国学力」 

全学年 期末テスト 

目標値 平均通過率 ８０％   75点以上が65％以上 全国平均以上が70％以上 平均通過率 ７０％ 75点以上が70％以上 

実施後数値        

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 
５年生 「基礎・基本」 

診断的小テスト 
  全学年 期末テスト 全学年 標準学力調査の実施・分析 

４年生 Ｈ26「基礎・基本」 
５年生 Ｈ26「全国学力」 

全学年 期末テスト 

目標値 平均通過率 ８０％   75点以上が65％以上 全国平均以上が70％以上 平均通過率 ７０％ 75点以上が70％以上 

実施後数値        

 

○国語の結果において，タイプ１は65.3％，タイプ２は71.9％の通過率となっている。特に，ロー

マ字の読み書きを除く伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項の領域では，平均通過率が

89.3％と高い。聞くこと，書くことの領域でも，通過率が62.5％～87.5％となっている。この結果

から，基礎的・基本的な内容については定着が図られていると考えられるが，一方では，読むこ

との領域で，平均通過率が25％と低く，中心となる語や文の把握の設問では通過率は０％である。 

○昨年度は，書くことの領域で，三段落構成で書こうとしているが，具体例を挙げて自分の意見を

書くことができていないという課題が見られた。そこで，授業の中で，自分の意見や考えを書く場

を意図的に設定し，自分の経験・生活をふり返って，具体的な事例を挙げながら意見を書かせるよ

うな指導を行った。 

本年度の結果について   



 

指導方法等の改善計画について 〔算数科〕             三原市立 船木小学校  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
【課題１】 
 複合図形の面積については，どこが縦でどこが横にあたるのか，思考を助け，間違いを防ぐことができる

ように，図に数字や補助線を書き込ませる。また，いろいろなタイプの複合図形の面積を求める学習活動を

行って，慣れさせていく。復習の間があくと，求め方を忘れてしまうので，定期的に復習を行っていくよう

にする。 
【課題２】 
今回は，しきつめの条件をすべて挙げるということに課題があることがわかったので，自分が発見した理

由以外にも条件がないか，確かめる力を育てる必要がある。日頃から，授業の中で自分の考えを書く場，説

明し合う場を設定し，式や数，言葉を使って説明する力を育てる。また，学びタイムでフォローアップ問題

に取り組み，放課後の個別指導によって理解の不十分なところの定着を図る。 
 
 

  
【課題１】 
タイプⅠの複合図形の面積を正しく出すことができていない。全体の面積を求める式

を記述していたり，ずれている図形の縦の長さを勘違いして公式に入れていたりしてい

る。（通過率12.5％） 
【課題２】 
図形・量と測定の問題で，長方形の板に，カードをすきまなくしきつめることができ

ない理由を，言葉や式で説明することができていない。（通過率37.5％） 
次の①②③の条件すべてを書いていた場合正解。①長方形の板の面積が４５㎠であるこ

とと，カードの面積が２㎠であること ②長方形の板の面積をカードの面積でわること 

③ ②の結果がわり切れないこと  
②③だけ書いている（12.5％）①を書いている（12.5％）①②③以外の解答（37.5％） 
 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校 ７１．７％，県 ７８．０％） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 
５年生 「基礎・基本」 
診断的小テスト 

  全学年 期末テスト 全学年 標準学力調査の実施・分析 
４年生 Ｈ26「基礎・基本」 
５年生 Ｈ26「全国学力」 

全学年 期末テスト 

目標値 平均通過率 ８０％   75点以上が65％以上 全国平均以上が70％以上 平均通過率 ７０％ 75点以上が70％以上 

実施後数値        

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 
５年生 「基礎・基本」 
診断的小テスト 

  全学年 期末テスト 全学年 標準学力調査の実施・分析 
４年生 Ｈ26「基礎・基本」
５年生 Ｈ26「全国学力」 

全学年 期末テスト 

目標値 平均通過率 ８０％   75点以上が65％以上 全国平均以上が70％以上 平均通過率 ７０％ 75点以上が70％以上 

実施後数値        

 

○ 算数の結果において，タイプⅠは 73％，タイプⅡは 65.63％の通過率となっている。特に，
分数以外の数と計算・重さの読み取り・角の測定・直方体の辺に垂直な面・四則混合の計算・
解決方法の解釈と適用などについては，平均通過率が87.5％以上となっている。この結果から，
基礎的・基本的な内容については定着が図られていると考えられるが，一方では，分数・複合
図形の面積・円の中心と半径などについては，平均通過率が 50％以下となっている。 

○ 昨年度は，図形と単位量当たりの分野で課題が見られた。そこで，図形や単位量当たりの学習

をする際に，算数的活動，操作によって構成要素や特性を体感させ，その体験をもとに，定義な

どをまとめていく活動を行い，基礎的・基本的な内容を身に付けさせた。日頃から，授業の中で

自分の考えを書く場，説明し合う場を設定し，式や数，言葉を使って説明する力を育てた。また，

学びタイムでフォローアップ問題に取り組み，放課後の個別指導によって理解の不十分なところ

の定着を図った。 
 

 

本年度の結果について   



 

指導方法等の改善計画について 〔理科〕              三原市立 船木小学校  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
【課題１】 
 方位磁針を使う際に，赤い針が北を指すように向けて置くことを徹底させ，そのうえで調べたいものがどの 
方位にあるかをよみとらせる活動を一人一人に体験させる。グループで実験をする際には，実験用具・器具の使

い方を全員が習得できるように学習の進め方を工夫していく。また，学習したことを忘れないように，学びタイ

ムでフォローアップ問題に取り組み，復習を行っていく。 
【課題２】 
授業の中で，２つの事象や，条件を関係付けて説明する学習場面を取り入れるようにする。関係付けることが

苦手な児童には，書いたり話したりするときに，話型や関係を示した図などを提示するようする。また，学びタ

イムで，２つの事象や，条件を関係付けて説明をする問題練習にも取り組んでいく。 

  
 
【課題１】 
 タイプⅠ，地球領域の「方位磁針の正しい使い方」を正しく答えることに課題

がある。記号（エ）を選び，北西と答えた児童12.5％，南と答えた25％，針が南

北を指していない記号（ア）を選んだ児童25％であった。（通過率37.5％） 
【課題２】 
 タイプⅡ，物質領域の「金属の温度変化と生活との関連」，鉄道のレールのすき

まが冬よりも夏の方が狭くなった理由を説明することに課題がある。「レールが

金属である」，「夏は気温が高い」，「レールがあたためられる」，「体積が大きくな

る」という４つの条件をつなげて説明することができていない。（通過率50％） 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校 ７５．６％，県 ７０．６％） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 
５年生 「基礎・基本」 

診断的小テスト 
  全学年 期末テスト 全学年 標準学力調査の実施・分析 ４年生 Ｈ26「基礎・基本」 ３～６年生 期末テスト 

目標値 平均通過率 ８０％   75点以上が65％以上 全国平均以上が70％以上 平均通過率 ７０％ 75点以上が70％以上 

実施後数値        

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 
５年生 「基礎・基本」 

診断的小テスト 
  全学年 期末テスト 全学年 標準学力調査の実施・分析 ４年生 Ｈ26「基礎・基本」 ３～６年生 期末テスト 

目標値 平均通過率 ８０％   75点以上が65％以上 全国平均以上が70％以上 平均通過率 ７０％ 75点以上が70％以上 

実施後数値        

 

○理科の結果において，タイプⅠは73.7％，タイプⅡは73.5％の通過率となっている。特に，月の

動き方，しゃ光板を使う理由，関節の名称，磁石の性質，磁石の資質を利用したものづくり，形に

よるものの重さ，金属の温まり方，金属の温度変化と体積の変化について，87.5～100％と通過率

が高い。他の設問についても，62.5～75％の通過率であり，基礎的・基本的な内容については定着

していると考えられる。また，タイプⅡの問題についても，75～100％と通過率が高いものが多い。

しかし，方位磁針の正しい使い方，金属の温度変化と生活との関連については50％以下であった。 
○昨年度は，回路における乾電池の直列つなぎと並列つなぎの違いを車の走る速さと関係付けて考 
えることに課題が見られた。そこで，実験やおもちゃ作り，観察や調べ学習などを通して気づいた 
こと，わかったことをキーワードを使ってまとめていく授業づくりを進めていった。また，学びタ 
イムでフォローアップ問題に取り組み，放課後の個別指導によって理解の不十分なところの定着を 
図った。 
  

本年度の結果について   



 
                        
質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：児童質問紙調査） 
（１）生活・学習  

児童の回答についての 
課題（現状値） 今後の具体的な取組の内容 学

年 目標値 検証方法 検証 
時期 

実施

数値 
現状値から

の伸び 
なぜ，そうなるのか，理由をつけて話し

ています。（２５％） 
 
 
 
 
 
 

・理由付けをして話す習慣づけを徹

底する。（授業および生活場面） 
 授業だけでなく，生活場面におい

ても，必ず理由をつけて話すよう

に促し，そうすることによって相

手に伝えたいことがよく伝わる

ことを実感させていく。 

５ ５０％ 児童アンケート

実施 １２月 

  

（２）教科  

 児童の回答についての 
課題（現状値） 

授業改善の方向性や 
具体的な取組 

学

年 目標値 検証方法 検証 
時期 

実施

数値 
現状値から

の伸び 

国 

 

語 

国語の授業では，伝えたいことの

中心がうまく伝わるように，話の

組み立てを考えて話したり，話の

中心を考えながら聞いたりしてい

る。（５０％） 
 
 

・型（三角ロジック）の指導の継続 
・授業や日記指導で，段落の数や書

くべき内容の条件を与えて文章

を書かせることを通して，自分の

伝えたいことを伝えるための話

の組み立て方を指導する。 

５ ７５％ 児童アンケート

実施 １２月   

算 

 

数 

算数の授業では，とき方や考え方

を話し合うときに理由をあげて説

明している。（３７．５％） 
 
 
 
 

・型（三角ロジック）の指導の継続 
・自分の考えを書く時間を保障し，

実物投影機やホワイトボードを

使って，ペアや全体で自分の考え

を理由をつけて説明し合わせる。 
５ ５０％ 児童アンケート

実施 １２月   

理 

 

科 

理科の授業では，観察や実験の結
果をノートやグラフ，表に記録し
たり記述したりする方法について
学習している。（７５％） 
 
 
 
 

・理科授業における問題解決の流れ

について全体で研修する。 
・観察や実験の結果を考察しやすく

するために，グラフ，表を用いて

記録したり，ノートに記述したり

する方法を指導していく。 

５ ７５％ 児童アンケート

実施 １２月   

 

算数の授業では，とき方や考え方を話し合うときに理由をあげて説明しています。 

国語の授業では，伝えたいことの中心がうまく伝わるように，話の組み立てを考え
て話したり，話の中心を考えながら聞いたりしています。 

理科の授業では，観察や実験の結果をノートやグラフ，表に記録したり記述したり
する方法について学習しています。 

「基礎・基本」定着状況調査の調査結果入力ファイルで

作成されるグラフを適宜活用する。 

左欄の記述を受け，今後，教
科の授業方法や授業内容を，ど
のように指導改善するかにつ
いて，内容を具体的に記述す
る。 
重点的に取り組むことに絞っ

て記述する。 

特に課題があると考え
られる内容を１点に絞る。 
（現状値を記入する。） 

＜目標値＞ 
現状値に対する目標

値を設定する。 
＜検証方法＞ 

児童アンケート調査
など，目標値の達成状況
が見取れる検証方法を
設定する。 
 

＜目標値＞ 
現状値に対する目標

値を設定する。 
＜検証方法＞ 

児童アンケート調査
など，目標値が見取れる
検証方法を設定する。 
 

※現状値からの
伸びが見られな
い項目について
は，再度，取組
内容について検
討する必要があ
る。 

 
 

※現状値からの
伸びが見られな
い項目について
は，再度，取組
内容について検
討する必要があ
る。 

 


